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8 月 19日（土)

午後 1:00 開場

立誠 高瀬川音楽祭
8月 19 日 ,20 日 立誠夏まつり開催中。

会場：元立誠小学校（講堂）四条木屋町上ル西側

中京区蛸薬師通河原町東入備前島町 310-2

第一部 オープニングイベント
開場：午後 1:00　開演：午後 1:30　入場無料

第二部「Aki-Ra Sunrise LIVE」
開場：午後 2:45　開演：午後 3:00
料金：3,000 円（小学生以下無料）　定員：100 名
　※夏まつりの 500 円分の金券付

9 月 24日（日)

午後 2:00，4:00
永松 高瀬川音楽祭

10月 21日（土)

午後 5:00（雨天中止）

銅駝 高瀬川音楽祭

10月 22日（日)

午前 11:00
菊浜せせらぎまつり

10月 28日（土)

午後 3:00
崇仁 高瀬川音楽祭

11月 26日（日)

午後 2:00
東九条音楽祭

12月 23日（土･祝)

午後 2:00，4:00
南浜 高瀬川音楽祭

会場：京カフェ ひとこえ 多奈加
下京区西木屋町通松原上ル
出演：行灯社（フルートと小さなハープ）
　　　北欧の伝承曲や日本の歌など。
料金：1ドリンク要注文。　定員：10 名

会場：がんこ 高瀬川二条苑（高瀬川源流庭園）

中京区木屋町通二条下ル東生洲町４８４-６
出演：岸本寿男（尺八），田中彬博（ギター）
料金：無料。
　　　※お席のご予約無しでもご入場いただけます。

会場：五條會館
下京区西高瀬川筋五条下ル平居町

料金：500 円　　定員：100 名　　出演者，多数。

主催：菊浜連合会・菊浜高瀬川保勝会

会場：柳原銀行記念資料館前
　　　（雨天の場合 ,崇仁船鉾･曳山収蔵庫）
下京区下之町 6-3（河原町塩小路下ル東側すぐ）
出演：田中彬博(ギター),KOYUKI(ギター),京都市立芸術大学生
料金：無料　定員：60 名

会場：故郷の家・京都 雲史ホール
南区東九条南松ノ木町 47（九条高瀬川下ル 300m）
出演：神倉辰侑（チェロ）,原野尚起（ピアノ）,
　　　京都市立芸術大学生 他多数。
料金：無料 (カンパ制)　主催：東九条音楽祭実行委員会

会場：伏見夢百衆
伏見区南浜町２４７（京阪･中書島駅下車 徒歩 10 分）
出演：岸本寿男（尺八），鈴木潤（ピアノ）
料金：無料，喫茶席ご利用の際は 1ドリンク要注文
ぴあぴあコミュニティサポート合同会社との連携

　京都の木屋町を南北に流れる高瀬川。今は静かに流れるこの小さな川は、江戸時代に角倉了以とその息子素庵によって築かれた運

河で、300 年もの間、京都の物流の大動脈でした。（図１：都名所図会）高瀬川の名は、浅瀬でも運行できる底の平たい高瀬舟から来ています。

　今から 400 年前、了以と素庵は、政治の中心が江戸に遷り、京都が衰退することを懸念して高瀬川運河を築きました。金融業で築

いた財を元に、海外貿易で得た先進の知識と技術を使い、保津川（桂川）、富士川、天竜川、鴨川と次々に名立たる河川を開削し、

舟運を開きました。そして高瀬川の開削は 150 億円もの私財を投じた大事業でした。高瀬川は「水運の父」了以の集大成でした。残

念ながら了以は高瀬川完成の直前に亡くなってしまいますが、素庵がこれを継承し、角倉家は大いに繁栄しました。

　高瀬川は木屋町二条を起点に伏見まで流れています。当時伏見は、淀川で大阪と繋がる交通の要衝で、船場として栄えていました。

大阪から伏見に到着した荷物は、京都まで 10km あまりを人馬で運ばれていましたが、高瀬川によって大阪と京都は水運で繋がりま

した。海のない京都に港ができたのです。荷物の揚げ降ろしは、高瀬川に垂直に造られた舟入で行われました。舟入は二条から四条

までの間に 9つありました。現存するのは木屋町二条にある一之舟入のみで、国の名勝史蹟となっています。（図２：一之舟入）最盛期

は 160 艘の高瀬舟が運行し、1日 300 トンもの荷が京都に運ばれました。角倉家は高瀬舟に通船料を課し事業としました。現代でい

えば有料道路事業です。年間の利益は 20 億円ともいわれます。事業としたことで、高瀬川はその後も大幅に改良整備され、木屋町

は京都経済の中心地となりました。

　角倉の屋敷は高瀬川起点木屋町二条に、上屋敷と下屋敷の馬場屋敷、樋之口屋敷の３つありました。上屋敷は本邸で、通船料を管

理する役宅にもなっていました。馬場屋敷には家人が住んでいました。樋之口屋敷は、高瀬川の水量の管理する役宅でした。上屋敷

は現在、日本銀行京都支店と京都銀行協会となり、屋敷は庭石と共に二条城に移築され清流園となっています。（図３：清流園）馬場屋

敷は現在、ザ・リッツカールトンホテルとなっており、高瀬川延長の遺構も残されています。樋之口屋敷は現在、がんこ高瀬川二条

苑となっており、屋敷内に高瀬川源流が流れています。高瀬川の水は、鴨川からみそそぎ川を通じて屋敷内に取り入れられ、源流の

石の隠れ具合で水量を調節したといいます。

　角倉家には八木家という大番頭がいました。初代八木九郎衛門は素庵に仕えました。八木家末裔とは今もお付き合いがあり、八木

家のお話をいろいろとお聞かせいただきました。八木家が所蔵する文書には、初期の高瀬川の図面が描かれており、八木家が高瀬川

水運の運営を任されていたことが伺われます。（図４：高瀬川図）また、文書の中には「旦那様（角倉家）がお困りのときは、八木家の

家宝を売ってお助けするように。」などと角倉家に対する忠義が示されています。（図５：八木家文書）良い番頭のいる商家は繁栄すると

いいますが、まさにその通りだと思います。了以には息子の素庵、そして素庵には番頭の八木九郎衛門が右腕となって、大事業は成

功できたのです。

　角倉家の事業には「共生」・「挑戦」・「慈悲」の３つの精神があります。「共生」とは、「他人に損失を与えてまで、自分に利益を得

ようとしない」ということです。「挑戦」は、単なる試みでなく、先進的・創造的・計画的という特長があります。「慈悲」は仏教用

語ですが、「愛、仁、思いやり、覚悟、責任」といった広い概念を表しています。これら 3つの精神は、それぞれ独立したものではなく、

互いに関係し合ってバランスが保たれています。まさに了以と素庵の生き様そのものです。明治維新で幕府に近い角倉家は半ば解体

されて、全国に散り散りになってしまいましたが、角倉精神は子孫に受け継がれ、今も各地各方面で活躍しています。

高瀬川音楽祭 2017
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～ TAKASEGAWA SOUNDSCAPE ～

音でつながる　「まち」がつながる

高瀬川の開削と角倉家の 3つの精神
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角倉宗家十七代当主  角倉 吾郎

図１：都名所図会

図２：一之舟入

図３：清流園

図４：高瀬川図

図５：八木家文書

京都 ・ 高瀬川畔

京カフェ ひとこえ 多奈加
京都市下京区西木屋町通松原上る
清水町４５４
電話でのご予約 ・ お問い合わせは
070-5664-2357　　※木曜定休
FAX. 075-341-3591

『河原町七条』（南行き）バス停前
Tel 075-353-5668

クリーニング ひまわり
　　　　　有限会社 京洗舎

本社電話：075-371-1944
下京区東木屋町正面上ル

業務用大量
注文応じます。

 

鍼灸・マッサージ

(株)東洋医療ケア

定休日：日曜日、祝日

電話：０９０－５０１５－８９５２

住所：京都市南区東九条西岩本町16-1

身体とこころの癒しとまちづくりのセラピスト

０７５－３７１－０２９５
京都市下京区下之町６－３
河原町塩小路下ル100m東側

柳原銀行記念資料館

崇仁高瀬川保勝会

電話：０７５－３７１－０２９５

住所：京都市下京区下之町６－３

　　　柳原銀行記念資料館内

高瀬川の清掃を
行ってます！

高瀬川の歴史と高瀬川保勝会

　京都の街中を流れる高瀬川は、400 年前に角倉了以・素庵による開削から約 300 年間、二条

から伏見へと京の水運を担ってきました。

　大正時代に入り運河としての役割を終えた後も高瀬川沿いの町衆によってまもられ、今日で

は桜や柳が美しい名所として人々の憩いの場となっています。

　2017 年 3 月には、京都市より「京都駅東南部エリア活性化方針」が示され、2023 年の京都

市立芸術大学の崇仁学区への移転、東九条地域の「若者」と「アートの実践」による活性化の

方針が打ちだされました。

　古くから時代の変化の潮流を捉え、京の文化の先端を担う拠点の一つでもあった高瀬川沿い

のまちが、個性を持ちながら調和する「芸術交流文化圏」となって、文化芸術都市・京都のさ

らなる発展に寄与することを願い、「高瀬川音楽祭 2017 ～ TAKASEGAWA SOUNDSCAPE ～」を企

画しました。

１　開催の趣旨・目的

　2014 年、高瀬川開削 400 年を機に、高瀬川沿いに住む人々が集まり始まった「高瀬川音楽祭」

は『おとでつながる「まち」がつながる TAKASEGAWA SOUNDSCAPE』をコンセプトとして、高瀬

川沿いの個性あるひとつひとつの「まち」で、そこに住む人々が、そのまちの持つ歴史的な建

築や文化的な特色を生かした、音楽の催しを行います。

　「高瀬川音楽祭」が高瀬川全体をつなぐ「表現と交流の場」となり、高瀬川とともに時代を

超えてきたそれぞれの「まち」が持つ歴史・文化を再発見し、それを内外に発信し共有するこ

とで、

・まち同士の相互交流・連携による、相乗的な「まちづくり」の推進と、高瀬川沿いのまち

　全体の地域活性化

・高瀬川の景観保全・環境美化への啓蒙

・「高瀬川との共生」を軸とする、地域に根ざした音楽・芸術文化の醸成

を志向します。

２　開催概要

（1）名称：高瀬川音楽祭 2017 ～ TAKASEGAWA SOUNDSCAPE ～

（2）日時：平成２９年８月１９日～ １２月２３日

（3）場所：二条から伏見までの高瀬川流域の各施設

（4）概要：※左のページをご覧ください。

（5）主催：高瀬川音楽祭２０１７実行委員会、高瀬川開削４００周年記念事務局

（6）後援：京都市（申請予定）

３　問合せ先

高瀬川音楽祭 2017 実行委員会

　　メール　takasegawaongakusai@gmail.com

　　ホームページ　http://takasegawaongakusai.com

高瀬川音楽祭 ２０１７ 実行委員会

高瀬川開削 400 周年記念事務局

「 高瀬川音楽祭 2017 ～ TAKASEGAWA SOUNDSCAPE ～」

　高瀬川が約 400 年前の慶長 19(1614) 年に角倉了以・素庵によって開削され、大正のはじめ

まで、約 300 年間、京都市内と伏見間の水運として利用されました。

　しかし、明治 27(1894) 年の琵琶湖疏水（鴨川運河）の完成にともなって、輸送物資量は大

幅に減少してしまいました。

　高瀬川保勝会の歴史は、大正 6(1917) 年に二条船溜まり、今の「一ノ船入」の埋め立て計画

に反対する「高瀬川保存同盟会」の設立に始まります。

　大正 9(1920) 年に水運が廃止されることになり、高瀬川にふたをして木屋町通に路面電車を

通す「暗渠化計画」が、京都市で検討されました。

　その大正 8(1919) 年の高瀬川暗渠化計画の反対にあたり、「高瀬川保存会」と名称を改め、

反対の声を上げ、その結果、路面電車の木屋町線を拡幅する工事は、河原町通に変更され、昭

和９(1934) 年、「一之船入は国史跡」に指定されました。

　昭和 34(1959) 年には、再び、高瀬川暗渠化・駐車場化が論争されました。

　「高瀬川保存会」は、昭和 20(1945) 年に「高瀬川保勝会」に名称を変更したのち、昭和 61

(1986) 年に銅駝、立誠、永松の各保勝会に分かれました。　

　このような保勝会の歴史の中で、平成 16(2004) 年８月に菊浜高瀬川保勝会が設立され、400

周年を翌年に迎える平成 25(2013) 年に、銅駝、立誠、永松、菊浜の４学区で、高瀬川一斉清

掃をはじめました。

　そして、平成 26(2014) 年に、４学区で 400 周年記念事業を開催するとともに、菊浜で記念

式典と高瀬川音楽祭を開催しました。401 年目は、途切れ途切れではありますが、二条から伏

見までつなげ、402 年目には、東九条に参加していただき、開催エリアを年々拡大させてきま

した。

　そして、2017 年、403 年目の今年は、崇仁、東九条が高瀬川一斉清掃参加され、さらに、崇

仁高瀬川保勝会の設立という、保勝会の歴史とって新たな一歩となりました。

　この 400 年続いた高瀬川を、このさきまた 400 年残すため、「高瀬川との共生」を理念とし、

高瀬川の流れを護り、そして、高瀬川の景観を保ち、さらに、環境にやさしいまちをめざし、「美

しいまちをつくり、そのまちを永く後世に伝えるため、広く「環境」をキーワードに、高瀬川

一斉清掃などの取り組みを展開してまいります。

あんきょ

どうだ

まも

五條會館
下京区西高瀬川筋五条下ル平居町

柳原銀行記念資料館
下京区下之町 6-3

元立誠小学校
中京区蛸薬師通河原町東入備前島町 310-2
四条木屋町上ル西側

高瀬川源流庭園
がんこ 高瀬川二条苑（木屋町通二条下ル）

高瀬川取水口
鴨川二条下ル

みそそぎ川開口部
鴨川丸太町下ル・市立銅駝美術工芸高校東

疏水七瀬川くぐり
疏水大岩街道下ル

高瀬川の鴨川合流部
陶化橋（鴨川九条）上ル

東高瀬川開口部
陶化橋（鴨川九条）東詰上ル

旧高瀬川の角倉橋
伏見区三栖半町

旧高瀬川の疏水合流部
伏見区三栖半町１丁目

旧高瀬川最北部
新高瀬川丹波橋通東詰

新高瀬川の七瀬川合流部
伏見区深草加賀屋敷町

東高瀬川の疏水合流部
伏見区景勝町


